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産業人材育成グループ
　労働者が職業生活の全期間を通じ職業能力の開発･向上を図ることができる環境を整備するため、従業員に対し職業能力の開発･向上を図ろうとする事業主などに、必要な支援を行った。

　また、技能労働者の技能水準を高めその地位の向上を図るための技能検定などを実施し、技能尊重気運の一層の高揚に努めた。

１　認定職業訓練（職業能力開発促進法第１３条）

平成30年度の認定職業訓練の実施状況は、次のとおりである。※平成30年度の実施状況は現在集計中につき、集計完了次第入替えます（下表は平成29年度の数字のまま）。
	
	共　　　同
	単　　　独
	合　　　計

	
	団体数
	修了者数
	事業所数
	修了者数
	団体等数
	修了者数

	普通職業訓練
	普通

課程
	6 
	34
	4 
	168 
	10 
	202 

	
	短期

課程
	32 
	3,672
	27 
	7,844 
	59
	11,516

	高度職業訓練
	専門

課程
	－
	－
	1 
	26 
	1 
	26 

	
	専門短期課程
	－
	－
	－
	－
	－
	－

	合　　　計
	38  
	3,706 
	32
	8,038
	70
	11,744


２　大阪府認定職業訓練運営費等補助金（職業能力開発促進法第１５条の３、雇用保険法第６３条）

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	32,426
	31,432
	31,458

	決算額（千円）
	26,590
	29,785
	29,177


中小企業事業主が共同又は単独で行う認定職業訓練に対し、次のとおり補助を行った。

(1) 運営費　　事業所数：19事業所
26,590,278円
３　職業訓練指導員免許証の交付（職業能力開発促進法第２８条）

職業能力開発促進法に定める職業訓練指導員免許を受ける者の資格の審査及び免許証の交付を行った。

新規交付件数：119件、再交付件数：2件
４　技能尊重気運の醸成

技能労働者の技能水準及びその経済的社会的地位の向上を図るため、技能検定を実施するとともに、各種技能競技大会の開催などにより技能尊重気運の醸成に努めた。

(1) 技能検定（職業能力開発促進法第44条）

技能労働者の有する技能を一定の基準によって評価し、これを公証する国家検定制度で、平成30年度においては、園芸装飾（室内園芸装飾作業）をはじめ113職種147作業（随時級50職種77作業）について実施した。 

なお、技能検定の円滑な推進を図るため、試験に関する業務の一部を大阪府職業能力開発協会に行わせている。
	区分

級別
	受　検　申　請　者

（人）
	合　　格　　者

（人）
	合　　格　　率

（％）

	特級
	350
	116
	33.1

	1級
	3,601
	1,815
	50.4

	2級
	3,720
	1,953
	52.5

	3級
	1,330
	851
	64.0

	単一等級
	179
	88
	49.2

	随時3級
	2,357
	476
	20.2

	基礎級
	3,388
	2,967
	87.6

	計
	14,925
	8,266
	55.4


(2) 技能五輪大阪府大会

技能五輪全国大会の予選として技能五輪大阪府大会を実施した。

平成３０年度技能検定前期実技試験実施時

○６職種（機械組立て、旋盤、フライス盤、自動車板金、貴金属装身具、
フラワー装飾）：２１名

　平成２９年度技能検定後期実技試験実施時
　　○２職種（配管、電工）：９名

　　（参考）第５６回技能五輪全国大会（平成３０年１１月）出場者、計５２名
　　　　　大阪府大会からの出場者１３名
　　　　　その他の出場者３９名
　　　　　・過去に大阪府大会に参加し出場資格を得た者のうち、対象年齢の者　１３名
　　　　　・全国大会関係団体からの被推薦者（中央協会経由）　　　　　　　　１１名

　　　　　・地方大会を行わない職種から　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５名
　　　　※　検定以外の方法で選出したものを含む
(3) 大阪府職業能力開発促進大会

職業能力開発と技能検定の普及拡大を推進するとともに、技能振興を広く啓発する

など技能尊重気運の醸成や技能者の地位向上に努めた。

①主　　催　大阪府・大阪府職業能力開発協会・一般社団法人大阪府技能士会連合会

②開催日　平成30年11月22日（木）

③場　　所　大阪市中央公会堂（大阪市北区中之島1－1－27）
  ④行事内容　  なにわの名工、若葉賞に加え、技能検定成績優秀者、技能五輪全国大会成績優秀者、技能競技大会成績優秀者など、優秀な技能者を表彰した。

また、職業能力の開発・向上、技能検定及び技能振興の推進に功績のあった関係者などを表彰した。

５　大阪府職業能力開発協会への補助（職業能力開発促進法第87条）

職業訓練、技能検定の普及及び振興を図るため、技能検定試験に関する業務などを　行っている大阪府職業能力開発協会に対して補助金を交付した。
	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	124,928
	110,650
	70,300

	決算額（千円）
	119,372
	103,839
	70,300


６　産業人材の育成に向けた取り組み

（１）地方創生推進交付金事業の実施

大阪府内の中小企業（とくに人材確保に課題を抱える「製造」「運輸」「建設」が中心）への就職を進めていくために、東京圏在住や大阪府内の大学生に職種志向拡大の動機付けができるよう、府内中小企業・業界団体と大学との連携を強化しインターンシップの機会等を増やすとともに、中小企業の魅力情報発信の取組みを産学官で推進することを目的として「職種志向拡大のための業界・大学連携事業」を実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	事　　　業　　　名
	平成30年度

予算額
	平成30年度

決算額

	職種志向拡大のための業界・大学連携事業
	2,501
	1,626


（２）大学や経済団体と連携した実践型キャリア教育の促進
　　若者の職業観・就業意識醸成に向けた取り組みの一環として、（一社）関西経済同友会との連携により、大阪府が企業と大学等の橋渡しを行い、企業人が大学に赴く出前講座を実施するとともに、産学協働人材育成機構（AICE）との協働のもと、大学が企業・行政・地域と連携し、それぞれが抱える実践的な課題を学生の力により解決を図る課題解決型授業「PBL（Project Based Learning）」の実施に協力した。
1 企業人による出前講座
平成30年度の実績：14講座

・開講大学：追手門学院大学、関西外国語大学、関西福祉科学大学、桃山学院教育大学
・協力企業：13社（関西経済同友会会員企業）
　　 

2 課題解決型授業（PBL）
平成30年度の実施大学：関西外国語大学、羽衣国際大学、帝塚山学院大学
技術専門校グループ

１　高等職業技術専門校等における普通職業訓練等の実施

　労働者の職業に必要な能力を開発し、その能力を向上させるため、府内５か所の公共職業能力開発施設において職業訓練を実施した。

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	612,381
	679,078
	696,141

	決算額（千円）
	516,306
	639,549
	625,874


(1) 普通職業訓練普通課程（職業能力開発促進法第15条の7）

1年間ないし2年間の比較的長期にわたる訓練として、北大阪・東大阪・南大阪高等職業技術専門校の3施設内で訓練を実施した。（障がい者訓練を除く）

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	科目数
	17科目
	17科目
	17科目

	訓練人員
	289人
	329人
	487人


　

(2) 普通職業訓練短期課程（職業能力開発促進法第15条の7）

6か月間など比較的短期の訓練として、東大阪・芦原高等職業技術専門校の2施設内で訓練を実施した。（障がい者訓練を除く）

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	科 目 数
	4科目
	10科目
	10科目

	訓練人員
	156人
	443人
	494人


(3) 障がい者職業訓練（職業能力開発促進法第15条の7）
知的障がい者、身体障がい者、発達障がい者及び精神障がい者を対象として、大阪障害者職業能力開発校及び、北大阪・芦原高等職業技術専門校の3施設内において訓練を実施したほか、社会福祉法人に委託して訓練を実施した。

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	施設内
	科 目 数
	11科目
	11科目
	11科目

	
	訓練人員
	157人
	142人
	167人

	委 託
	科 目 数
	13科目（15コース）
	12科目（14コース）
	12科目(14コース)

	
	訓練人員
	143人
	147人
	146人


 (4) テクノ講座の実施

在職者を対象に、新しい知識やより高度な技能の習得及び資格取得を容易にするため多様な訓練を実施し、職業能力開発の促進を図った。

実施校：北大阪・東大阪・南大阪・芦原高等職業技術専門校及び大阪障害者職業能力開発校の5施設
	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	実施講座数
	114講座
	126講座
	131講座

	実施定員
	1,118人
	1,670人
	1,770人

	受講者数
	841人
	1,283人
	1,515人


※　オーダーテクノを含む

２　訓練手当の支給（労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の
充実等に関する法律第18条第2号・大阪府訓練手当支給規則）

技能習得意欲の向上を図るとともに、訓練の受講を容易にするため、府内の公共職業安定所長の受講指示があった生徒に訓練手当を支給した。

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	286,452
	376,966
	374,097

	決算額（千円）
	275,309
	315,333
	331,513

	支 給 人 員
	240人
	306人
	336人


３　高等職業技術専門校機械器具整備

高等職業技術専門校において、訓練用機械器具を整備した。

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	77,158
	57,797
	62,056

	決算額（千円）
	76,341
	56,540
	61,220

	整 備 点 数
	229点
	222点
	180点


４　職業訓練指導員研修
技術革新の進展や訓練科目の再編に対応した職業訓練能力の向上、就職困難者層に　対応した職業訓練に不可欠な相談援助能力の向上を図るなど、職業訓練指導員の資質　向上を図るための研修を実施した。

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	3,187
	2,049
	2,743

	決算額（千円）
	2,476
	1,416
	1,920


５　訓練科目の開発・再編

南大阪高等職業技術専門校の「環境分析科」を「製造化学科」へと科目見直しを行った。
大阪障害者職業能力開発校の身体障がい者を対象とした「CAD技術科」「Webデザイン科」「OAビジネス科」「オフィス実践科」を、障がいのある方（障がいの種別を問わない）対象に変更した。
大阪INA職業支援センターにおいて、知的障がい者を対象としたグリーンハーベスト科を新設した。

委託訓練グループ   

１　離職者等再就職訓練事業の実施　

離職者や職業能力形成機会に恵まれなかった求職者の訓練受講機会の確保と、早期就職を支援するため、短期の職業訓練を民間教育訓練機関等に委託して実施した。

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	953,579
	978,305
	1,010,510

	決算額（千円）
	880,080
	808,910
	845,471

	コース数（コース）
	202
	200
	201

	受講者数（人）
	3,946
	3,671
	4,506


（決算額には他部局執行分を含む）
２　障がい者短期職業訓練の実施

障がい者の就職を促進し就職に必要な知識・技能を習得できるよう、障がい者の能力や適性、障がい者雇用ニーズに対応した多様な職業訓練を社会福祉法人等に委託して実施した。

	
	平成30年度
	平成29年度
	平成28年度

	予算額（千円）
	77,038
	86,275
	111,987

	決算額（千円）
	60,764
	59,524
	66,827

	科目数（科目）
	28
	40
	35

	受講者数（人）
	217
	214
	254


（決算額には他部局執行分を含む）
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